
 

 

 

 

 

 

 

 

  第3号で、「令和2年7月豪雨」の話題を掲載した後に、まさか7月28日（火）に「令和8年熊本地

震」が起きるとは、思いもよらぬことでした。芦北町でも震度６弱の大きな揺れに襲われた地域がありまし

た。本校職員も多くが被災しました。この一ヶ月間、酷暑の中、大変な思いで過ごして来られた方が多くいら

っしゃることと拝察いたします。この場をお借りして、今回の地震で被災され未だ復興途上の皆様に、心より

お見舞い申し上げます。 

  

 

 転入生３名と新たな支援員１名が加わりスタートした二学期の始業にあたり、子どもたちに二つの話をしました。 

 まず、「①自分の命を守る」と題し、今回の地震を例に、「家の近くで震度 5 弱以上の地震が起きたらどんな危険があります

か？」と問いました。「倒れそうな物はないか？」「どこに、どのようにして避難するか？」「持って行くべき物の準備はできている

か？」「ハザードマップから自宅近くで起きそうな災害を確認しているか？」ということを家族で確認しておき、自分の命を守れ

るようにすることの大切さを伝えました。また、未だ続く余震により不安がある場合は、自分一人で悩まず、先生や家族に相談す

ることも話しました。 

 次に、「②気持ちのよいあいさつのできるだれもが楽しい学校へ」と題し、「だれもが、笑顔で気持ちのよいあいさつをしよう」

⇒「男女関係なく遊んだり、やさしい言葉をかけたりする」⇒「もっと仲良くなるためにできることはないか、考えを出し、実行す

る」⇒「もっと、もっと楽しい学級・学校へ」といったことを、学校全体で進めていくように伝えました。 

 最後に、「『ゆめ』をもとう」「自分を『のばそう』」「人と『つながろう』」、「自分『らしさ』を大事にしよう」という４つの視点を

大切に、授業を創っていくことを伝えました。沢山の行事が予定されている二学期です。子どもたちの笑顔のあふれる実り多い

学期となるよう、職員一同力を合わせてまいります。 

 

 

９月９日（水）昼休みは、曇り空で、気温もあまり高くなかったため、久しぶりに運動場に多くの子どもたちが出て、

外遊びを楽しむことができました。「おにごっこ」「サッカー」「リレー」「大谷選手寄贈グローブを使っての遠投合戦」

など、思い思いに、外遊びを楽しむことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度 学校通信   
 
 
 
 

重点目標：自分も人も大切に考動（こうどう）する湯小っ子 
    育てたい資質・能力：共感力（やさしく）  探究力（かしこく）  協働力（たくましく） 
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一歩前進 

令和8年熊本地震に被災された皆様にお見舞い申し上げます 

二学期の始業にあたり ①自分の命を守る ②気持ちのよいあいさつのできるだれもが楽しい学校へ 

９月後半行事・10月行事等予定（案）●９/18（金）４年生社会科見学旅行 ●9/24(木)～10/2(金)三者面談 
※面談時間：①15：00～②15：15～③15：30～④15：45～⑤16：00～⑥16：15～ 

◎10/1（木）避難訓練◎１０/２（火）通知表配付◎10/６（火）芦北町就学時健診◎10/８（木）読み聞かせ 
◎10/9（金）水俣に学ぶ肥後っ子教室◎10/15（木） ◎10/30（金）小体連陸上記録会（13時～） 
【学校外のイベント】 
★10/24（土）湯の香祭り  ★10/31～11/１町文化祭 
※10/10（土）あしきたリレーマラソン参加者募集中・9/23（木）フリーマーケット【チラシ配付済み】 

ホームページで日々の子供の様子をお伝えしています。 
二次元バーコードからご覧ください。 ⇒⇒⇒ 

久しぶりの外遊び（運動場） 


